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Ma七hSciNetでマトロイド（maもroid）がタイトルに  

入る著書を検索すると，英語はもちろんイタリア語，  

ドイツ語，フランス語，ロ シア語で善かれたものを含  

め20冊を越える本（論文集等は除く）が見つかる。  

しかし，これらの中で工学的立場から書かれたものは  
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の2冊のみで，最新刊である本書が3冊目となる。本  

書は上記の国をベースとしてはいるが改訂版という  

ものではなく，近年までの著者の研究成果をまとめ上  

げたまったくの別物である。   

電気回路や力学系などにおいて線形方程式系で記  

述されるシステムの解析を組合せ的手法によって行う  

ことが本書の目的である。例えば，行列の階数を推定  

する組合せ的手法としては，2部グラフを用いた次の  

ようなものが存在するむ m Xれ行列Aに対して，行  

集合児と列集合Cを頂点集合とし，Aの（壱カ）要素が  

非ゼロであるとき第言行と第ノ列に対応した頂点同士  

を辺で結ぶことでできる2部グラフG（A）を考える。  

G（A）の最大マッチング（端点を共有しない辺の集合  

で要素数最大のもの）の大きさを〃（G（』））とおくと，  

一般的にyankA≦〝（G（A））が成立するめ以上のよう  

な方法で行列の階数の上界が数値誤差なしに求まる。  

もし行列の階数を求める算法において数値的なキャン  

セルが起こらないならば（例えば非ゼロ要素が代数的  

に独立ならば）上記の不等式は等号で成立し，グラフ  

の最大マッチングを求めることで行列の階数が計算で  

きる．、ただし，この非ゼロ要素が代数的に独立という  

仮定は工学的な応用においては強すぎる。例えば電気  

回路の解析において，抵抗値のような数が代数的独立  

としても実用上問題がないかも知れないが，キルヒホ  

フの電流別に現れる非ゼロ係数（－1または＋1）につ  

いては到底このような仮定は成立しない。本書を貫く  

発想は，行列の非ゼロ要素を2種類の数，キルヒホフ  

の電流別に現れるような正確な数と抵抗値のような  

不正確な数に分類し，不正確な数は代数的に独立であ  

るとしク より精緻に組合せ的手法を適用することであ  

る。このための道具が，マトロイドや付値マトロイド  

（valuatedmaもroid）となる。   

簡単にではあるが，本書の構成をみてみよう。第  

1章「瓦mt訂OdⅦCtion七o Sもrmctu柑1Approach」を読ん  

で頂ければ，本書を貫く哲学が理解できる。第2章  

「Ma七riプこ〕（首raph，amd Matroid」は必要となる基礎知  

識の解説であるが，他の著書を読む必要がないよう  

に書かれていて講義用にも使えるだろう。第3章「  

PhysicalObservations払rMixedMa七rix『ormulat血1」  

では，混合行列，混合多項式行列，次元解析など本書  

のアプローチの解説がなされている。第4章「Theory  

andÅpplicationof乱射ⅩedMatでices」では，層混合行列  

やその組合せ論的標準形の理論やアルゴリズムが展  

開される。第5章「PolynomialMa七rixamdVaula七e（1  

MaもでOid」と第6章「r甘heoyyandApplicationofMixed  

PolymomialMatrices」では，混合多項式行列とそれに  

対する付値マトロイドを用いた解析についての議論  

がなされている．第7章「Further甘opics」では，組  

合せ的緩和法やデルタマトロイドの議論などの研究  

テーマが触れられている。本書には大学院生ならば追  

える証明がきちんと入り，イメージを与えてくれる図  

や例がふんだんに盛り込まれている．   

私自身はマトロイドを上記の［1］や閏以外の本で勉  

強したが，そこには理学的立場からのマトロイド理論  

が展開されている。本書で展開される「工学的立場か  

らマトロイドをみる」という私にとって新しいものの  

見方に触れた嬉しさで，決して薄くはない本であるが  

苦労なく読み通した。多少オーバーではあるが，異な  

る文化に触れた喜びのようなものを感じた．組合せ最  

適化の研究を志す学生はもちろん研究者に対しても  

－一読を薦めたい一冊である。  
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